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第２四半期業績予想との差異に関するお知らせ 
 

平成 28年７月 29日に公表いたしました、平成 29年３月期第２四半期業績予想と本日公表の実績値に差異が

生じましたので下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 29年３月期 第２四半期(累計) 個別業績予想数値との差異（平成 28年４月１日～平成 28年９月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

2,608 311 299 132 31.11 

今回実績値（Ｂ） 2,880 375 370 167 39.31 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 272 64 71 35  

増 減 率（ ％ ） 10.4 20.8 23.8 27.2  

（参考）前期第２四半期実績 

（平成 28 年３月期第２四半期） 
－ － － － － 

（注）１．平成 29 年３月期 第２四半期(累計) 個別業績予想数値の１株当たり四半期純利益は期中平均発行済株式数により算出

しております。 

   ２．当社は、平成 28年３月期第２四半期においては四半期財務諸表を作成していないため、記載しておりません。 

 

２．差異の理由 

 当第２四半期累計期間における当社の営業活動につきましては、第１四半期のエナジー事業において発生し

ました第三者調査委員会の調査対応に伴う営業活動への影響は解消され、順調に推移しました。その結果、第

３四半期に予定しておりました売上高の一部が第２四半期累計期間に計上され、かつ低圧のコンパクトソーラ

ー発電所に比べて収益性の高い高圧の太陽光発電施設が計上されたこと、また、費用については、第２四半期

累計期間において第三者委員会による調査費用、会計監査人に対する追加監査報酬、一時会計監査人に対する

受託調査費用等が発生しましたが、販売費及び一般管理費の削減努力等により、当第２四半期累計期間の業績

につきましては、当初予想を上回る結果となりました。  

なお、平成 29年３月期通期の業績予想につきましては、変更ありません。 

以 上  


